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ば，「やまなし」は光村図書の 6 年及び学校図書の 5 年に，「注文の多い料理店」は東京書籍と学校図























































































 この作品の成立は前述したように大正 7 年とする説のほか，大正 8 年頃とする説や大正 10 年頃と
する説がある(7)。そしてそれぞれの根拠に賢治の状況を挙げている。 
 大正 7 年の賢治は 22 歳。3 月に盛岡高等〉農林学校を卒業し，研究生となり，9 月まで稗貫郡土性
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